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大お
お
沢さ
わ
遺
跡　

西
蒲
区
稲
島

　

大
沢
遺
跡
は
、
新
潟
砂
丘
を
見
下
ろ
す
角
田
山
北ほ

く

麓ろ
く

の
高
台
に
あ
る
。
遺

跡
の
範
囲
は
東
西
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
海

抜
三
〇
〜
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
高
低
差
が
あ
る
。
遺
跡
は
、
三
つ
の
沢

に
挟
ま
れ
た
尾
根
上
に
展
開
し
、
北
尾
根
高
域
の
Ａ
地
区
、
そ
の
低
域
の
Ｃ

地
区
、
南
尾
根
低
域
の
Ｂ
地
区
に
分
け
ら
れ
る
。
各
地
区
の
間
に
は
、
遺
物

図65　遺跡の位置　
５万分１地形図「弥彦」

図66　上堰潟から見た大沢遺跡

の
空
白
地
帯
が
存
在
す
る
。
現
在
は
カ
キ
畑
と
山
林
に
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
に
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
が
Ｂ
地
区
で
、
平

成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
巻
町
教
育
委
員
会
が
Ａ
地
区
で
、
と
も
に
小
規
模
な
発

掘
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
縄
文
時
代
の
集
落
の
跡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
集
落
は
縄
文
時
代
の
前
期
終
末
か
ら
中
期
初
頭
（
約
五
〇
〇
〇
年
前
）
に
成

立
し
、縄
文
時
代
の
後
期
後
半
（
約
三
五
〇
〇
年
前
）
に
至
る
ま
で
連
続
し
て
人
々

が
住
み
続
け
て
い
る
が
、
遺
物
の
量
が
急
激
に
増
え
る
の
は
縄
文
時
代
の
中
期
前

葉
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
角
田
山
麓
で
縄
文
時
代
の
集
落
の
数
が
増
加
し
て
、

ピ
ー
ク
に
達
す
る
時
期
で
あ
る
。
大
沢
遺
跡
か
ら
大
量
に
出
土
し
た
中
期
前
葉
の

土
器
は
、
角
田
山
麓
の
縄
文
社
会
の
繁
栄
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
復
元
さ
れ
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た
一
二
点
（
図
六
七
）
は
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ａ
地
区
の
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
ご
み
捨
て
場
の
跡
に
は
、
縄
文
時
代
中
期
前
葉
の
花
粉
や
胞
子

が
残
さ
れ
て
い
た
。
中
で
も
多
か
っ
た
の
は
三
種
類
の
根
菜
植
物
で
、

地
層
の
深
さ
か
ら
、
は
じ
め
は
ユ
リ
も
し
く
は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、
次
に
ゼ

ン
マ
イ
、
そ
の
次
に
ヤ
マ
ノ
イ
モ
の
順
で
、
卓
越
す
る
植
物
の
種
類
が

変
化
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
管
理
さ
れ
た
「
菜

園
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
。
ま
た
、
ご
み
捨
て
場

の
最
下
層
か
ら
は
ソ
バ
の
花
粉

も
見
つ
か
っ
た
。

　

こ
こ
に
暮
ら
し
た
人
々
は
、

様
々
な
植
物
を
食
料
と
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
豊
富
な
食
料

資
源
が
、
縄
文
時
代
中
期
の
社

会
の
繁
栄
を
支
え
た
基
盤
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

図67　中期前葉の土器　左上,高さ55センチメートル

図68　ごみ捨て場から採取された花粉　上
段,ユリかヒガンバナ　下段,ヤマノイモ　藤
田英忠氏提供


